
　

こ
の
夏
は
、記
録
的
な
酷
暑
と
高
齢
者

蒸
発
の
う
す
ら
寒
さ
を
残
し
て
去
っ
た
。

1
0
0
歳
以
上
に
限
っ
て
も
数
百
人
規
模

で
生
死
さ
え
不
明
の
事
態
は
何
を
教
え
る

の
か
。憂
鬱
な
モ
デ
ル
ノ
ロ
ジ
ー（
考
現
学
）

で
あ
る
。

飢
餓
状
態
10
日
・
体
重
30
キ
ロ
台

　
「
家
内
が
亡
く
な
っ
て
、あ
る
程
度
の
蓄

え
は
あ
っ
た
け
ど
、私
の
わ
が
ま
ま
で
、ど

う
せ
近
い
う
ち
に
家
内
の
と
こ
へ
行
く
つ

も
り
だ
っ
た
の
が
、蓄
え
も
だ
ん
だ
ん
な

く
な
っ
て
き
て
、仕
方
な
く
絶
食
し
て
、こ

の
ま
ま
死
ん
で
も
え
え
わ
と
思
っ
て
い
た
。

ガ
ス
も
止
め
ら
れ
た
し
、水
道
も
止
め
ら

れ
た
。10
日
ぐ
ら
い
食
べ
て
な
か
っ
た
。そ

こ
へ
近
所
の
人
が
、ち
ょ
う
ど
衆
議
院
選

挙
の
時
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
、そ
の
時
に
発

見
さ
れ
た
。も
う
フ
ラ
フ
ラ
で
し
た
。立
つ

の
も
や
っ
と
だ
っ
た
。さ
っ
そ
く
そ
の
人

が
民
生
委
員
の
方
に
知
ら
せ
て
く
れ
て
、

飛
ん
で
こ
ら
れ
、と
り
あ
え
ず
弁
当
だ
け

で
も
食
べ
て
、と
弁
当
を
持
っ
て
き
て
い

た
だ
い
て
、あ
く
る
日
に
社
会
貢
献
支
援

員
さ
ん
や
近
所
の
人
が
来
ら
れ
」～

　

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会（
社
協
）の「
生

計
困
難
者
に
対
す
る
相
談
支
援
事
業
」の

報
告
書
は
支
援
事
例
を
満
載
し
て
い
る
。

こ
の
70
代
の
男
性
は
体
重
30
キ
ロ
台
ま
で

や
せ
細
っ
て
い
た
、と
い
う
。

制
度
と
行
政
の
空
白
を
埋
め
る

　

大
阪
府
社
協
の
老
人
施
設
部
会
に
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
4
3
2
施
設
が
加
入
し
、04
年
度
か
ら
、

こ
の
相
談
支
援
事
業
を
始
め
た
。

　

各
施
設
が
入
所
定
員
1
人
当
た
り

年
間
最
高
4
0
0
0
円
を
拠
出
し
、「
社

会
貢
献
基
金
」
を
設
け
る（
09
年
度
は
約

7
0
0
0
万
円
）。経
済
的
な
援
助
も
行
う

（
現
金
支
給
は
避
け
、家
賃
、水
道
光
熱
費

の
代
払
い
、食
材
の
提
供
等
、10
万
円
限
度
）。

社
会
貢
献
支
援
員
は
独
自
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
で
、各
施
設
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
共
に
相
談
支
援

に
あ
た
る
。大
阪
府
の
補
助
が
5
年
間
で

打
ち
切
ら
れ
た
後
も
支
援
事
業
は
継
続
さ

れ
て
い
る
。

　

対
象
者
は「
高
齢
」「
失
業
」「
母
子
・
父
子
」

「
生
活
保
護
受
給
中
」「
精
神
障
が
い
」「
身

体
障
が
い
」等
。援
助
内
容
は「
水
道
光
熱

費
、食
材
費
」「
家
賃
、転
居
費
」「
医
療
費
」

等
。食
べ
る
も
の
に
も
こ
と
欠
い
て
、家
賃

を
滞
納
す
る
と
高
齢
者
も
乳
児
も
強
制
退

去
の
現
実
が
浮
か
ぶ
。

　
「
S
O
S
」を
中
継
し
て
伝
え
る
の
は
、

「
1
0
0
歳
蒸
発
」の

モ
デ
ル
ノ
ロ
ジ
ー

■
現
代
版
姥
捨
て

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論



■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

「
市
区
町
村
」が
最
多
、次
い
で「
市
区
町
村

社
協
」「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」な
ど（
グ

ラ
フ
参
照
）。行
政
自
体
が
な
ぜ「
S
O
S
」

を
中
継
す
る
の
か
。報
告
書
は
①
生
活
保

護
の
受
給
要
件
は
満
た
さ
な
い
が
、担
当

職
員
も
窮
状
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
か
ら
②
生
活
保
護
を
受
給
可
能
だ
が
、

支
給
日
ま
で
の
生
活
費
が
な
い
、な
ど
と

説
明
し
て
い
る
。

　
「
夫
は
失
業
、妻
は
軽
い
知
的
障
が
い
、生

後
3
カ
月
の
乳
児
を
抱
え
る
、夫
は
再
就
職

し
た
も
の
の
給
料
日
ま
で
の
ミ
ル
ク
代
、お

む
つ
代
を
1
カ
月
援
助（
6
・
7
万
円
）」

　
「
息
子
が
父
親
の
年
金
担
保
で
借
金
、父

親
は
家
賃
や
治
療
費
を
滞
納
、養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
決
定
し
た
が
、面
接
の
交

通
費
等
、当
面
の
生
活
費
を
援
助（
10
万
円
）」

　

こ
ん
な
事
例
を
読
む
と
、法
律
・
制
度
の

「
挟
間
」や「
空
白
」を
丹
念
に
埋
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

家
族
・
家
庭
と
い
う
名
の「
密
室
」

　

対
象
者
の
家
庭
に
は
貧
困
と
社
会
的
な

孤
立
が“
同
居
”
す
る
。
家

族
・
家
庭
は
時
に
社
会
か
ら

断
絶
し
た「
密
室
」に
陥
る
。

社
会
貢
献
支
援
員
ら
は
、そ

の
家
庭
の
ド
ア
を
た
た
き
、

生
活
状
況
を
聞
き
、同
じ
立

場
と
目
線
で
共
に
考
え
、支

援
方
策
を
見
出
し
、関
係
機

関
と
連
携
を
図
る
。

　

1
0
0
歳
以
上
蒸
発
事

件
の
底
流
に
あ
る
の
も
、や

は
り
貧
困
と
孤
立
の
連
鎖

で
は
な
い
か
。父
母
の
死
を

隠
し
、そ
の
年
金
を
不
正
に

受
け
て
い
た
ケ
ー
ス
の
多

く
も
、人
目
を
避
け
、交
際
を
断
ち
、親
な

き
後
の
再
出
発
を
相
談
す
る
相
手
も
い
な

い
。

　

年
金
の「
現
況
届
」や
住
民
基
本
台
帳
を

点
検
し
、医
療
保
険
や
介
護
保
険
の
保
険

料
納
付
と
給
付
を
調
べ
る
。所
在
地
や
生

死
を
確
認
し
、不
正
の
摘
発
に
は
な
る
が
、

や
は
り
専
門
職
が
ド
ア
を
た
た
く
こ
と
か

ら
始
め
る
ほ
か
な
い
。

　

生
活
保
護
と
民
生
・
児
童
委
員
、地
域
福

祉
を
担
う
社
会
福
祉
協
議
会
、判
断
能
力

に
乏
し
い
人
び
と
を
支
え
る
成
年
後
見
、

簡
単
な
用
事
を
代
行
す
る
日
常
生
活
支
援
、

介
護
保
険
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
…
。

メ
ニ
ュ
ー
は
揃
っ
て
い
る
が
、法
律
と
制

度
の
硬
直
性
や
縦
割
り
に
寸
断
さ
れ
る
。

　

大
阪
府
社
協
の
実
践
は
、困
窮
者
の「
潜

在
化
」を
掘
り
起
こ
し
、困
窮
の「
個
別
性
」

と「
多
重
性
」を
見
極
め
、「
即
応
性
」を
も
っ

て
対
応
す
る
。こ
の
貴
重
な
実
践
に
最
も

頼
っ
た
行
政
の
代
表
、大
阪
府
が
補
助
金

を
切
っ
た
。福
祉
行
政
の「
貧
し
さ
」の
象

徴
で
は
な
い
か
。
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